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京都女子大学人文学会会則

第1条 〈名称〉本会は京都女子大学人文学会と称する。

第2条 〈目的〉本会は会員の人文関係諸学の研究の促進と会員相互の親睦とをはかるこ

とを目的とする。

第3条 〈事業〉本会は前条の目的を達するため下記の事業を行う。

1. 研究発表会，公開講演会の開催

2. 機関誌の発行およびその他の出版物の刊行

3. その他必要と認められる事業

第4条 〈会員〉本会は正会員と賛助会員とによって構成される。必要に応じて名誉会員

を置くことができる。

正会員…・・本学の外国語準学科および人文科学関係科目に属する教授・助教授・専任講

師および助手，又はこれに準ずる教職員

賛助会員…本会の趣旨に賛同して入会を希望する本学関係の職員並びに学生又は元会員

で会員資格の継続を希望するもの

名誉会員…本学会の元会員で、あって総会で承認を受けた教職員

第5条 〈入会〉新たに入会しようとする者は正会員による総会の承認を必要とする。

第6条 (役員〉本会に下記の役員を置く。

会長 1名

幹事 3名

役員は正会員の教授・助教授および専任講師の中から選ぶ。

第7条 (運営〉会長は本会を代表し，本会の運営にあたる。幹事は会長を補佐し，本会

運営の実務を担当する。事務局は会長の所属する共同研究室に置くことを原則とする。

第8条 〈役員の選出)役員の選出は正会員の互選によるものとする。

第9条 〈任期〉前項の役員の任期は2年とする。但し，再任のときは 1年と L.再々任

は認めなし、。

第10条 (編集委員会〉機関誌およびその他の出版物の刊行のための一切の事務を行うた

め，編集委員会を組織する。

編集委員会は，幹事および必要に応じて会長が委嘱する編集委員をもって構成する。

編集の方針に関しては編集委員会に一任する。但し，必要に応じて編集委員会は編集

に関して特別委員会を設置することができる。

第11条 〈会員の権利義務〉正会員および賛助会員は所定の会費を納めなければならな

し、。

会員は機関誌の無償配布を受け，機関誌および研究会において研究成果を発表するこ

とができる。
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第12条 (会費〉前条の会費は第3条に定める事業および総会，役員会などの開催に要す

る経費にあてる。

第13条 (会計年度〉本会の会計年度は毎年4月1日に始まり，翌年3月31日に終わる。

第14条本会会則の改正・変更に関しては，正会員をもって構成する総会の決議によるも

のとする。

付則

昭和42年11月1日施行

昭和49年5月1日改正

昭和54年2月23日改正

昭和54年11月17日改正

昭和60年2月15日改正

昭和61年5月14日改正

昭和62年2月13日改正

平成7年5月11日改正

平成10年5月15日改正

平成11年7月7日改正

人文学会慶弔規定

第1条 人文学会会員の慶弔・傷病等の場合はこの規定により慶弔金，見舞金等を贈る。

第2条 この規定に適用される場合は次の各号とする。

(1) 会員の結婚のとき

(2) 会員の退職のとき

(3) 会員の 1カ月以上の病気のとき

(4) 会員の死去のとき

(5) 会員の父母，配偶者の死去のとき

尚，会員に贈られる金額については，内規による。

第3条 第2条の各号以外の特別な場合は，これに準じて考慮し，必要に応じて総会の承

認を得なければならない。また，これらの慶弔，見舞金などに対しての返礼は一切辞退

するものとする。

第4条上の規定の変更は総会の承認を必要とする。

付則

昭和42年12月10日施行

昭和54年1月10日改正

昭和60年2月15日改正

平成7年6月7日改正

平成11年7月7日改正
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「人文論叢』発行細則

1. 編集委員会は年度当初において発行計画を発表し，遅くとも原稿締切の 1カ月以前に

会員にその旨通知し，寄稿者は遅くとも締切の15日以前に原稿枚数を編集委員会に通告

するものとする。

1. 執筆原稿は400字詰用紙50枚以内を原則とする。

1. 冒頭に400語以内の欧文の要旨をつけることができる。

1. 使用の文字は原則として当用漢字とし，新仮名遣いを用いるものとする。

1. 初校，再校は執筆者の校闘を経ることとし，三校は編集委員会において校正するもの

とする。

1. 執筆者には抜刷30部を贈呈しそれ以上の抜刷が必要な場合は，実費を執筆者が負担

するものとする。

付則

昭和42年11月1日施行

昭和54年2月23日改正

平成7年5月11日改正

人文学会会員 (50音順〉

[名誉会員〕

石田慶和 今津 晃

酒井 吏 杉本秀太郎

禿氏好文 中川 淳

〔会員〕

愛甲弘志 0青木謙二
愛宕 出 河野哲二

高橋達明 竹内 亨

西村秀人 野村伸夫

吉村宏一 0和田俊昭
〔賛助会員〕

舟橋和夫

小熊勢記 金田成雄 芝 Z長

瀧野徳三郎 津田 陽 寺川幽芳

長安章俊 二渡幸雄 霊山勝海

⑨会長 O幹事

瓜生津隆真 ⑨大圏義一 0岡本史郎
佐々木恵精 M.杉本 H. Dauer 

竹中康雄 張 猛 L. Dorji 

橋本草子 福永俊哉 C. Morel 
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編集後記

Oli人文論叢.JI51号をお届けします。
O本年度の行事はつぎのごとくです。
1， 5月29日(水)に本年度の総会が聞かれ，前年度の会計報告がな
されました。

2， 10月23日(水〉に本年度の公開講座が開かれ，本学講師のルイ
ザ・ドージ氏に「プータシーヒマラヤの伝統的な王国における現代

生活」の題目で，続いて龍谷大学教授舟橋和夫氏に「ソムタムー東

北タイ文化を捉える」と題して講演していただきました。多くの聴
衆を迎え盛会で、した。

O本学会名誉会員の宮地廓慧氏が平成14年1月4日にご逝去されまし
た。謹んで哀悼の意を表します。

0新たな会員として H.Dauer氏(英語)，張猛氏(中国語〉を迎えま
した。徳永道雄氏は退会されました。(和田俊昭〉

平成15年1月20日印刷

平成15年1月28日発行
(非売)
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